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◆企業不祥事、特に老舗の食品・菓子メーカー
の賞味期限の改ざんや原料の不正表示などが頻
発している。菓子・食品メーカーのみならず一
流建設会社による新築マンションの鉄骨強度不
足など、常識では考えられない経営者のモラル
欠如が蔓延している。今号の主張では、中村副
議長が昔の真の経営者の言を引用して覚醒を促
している。◆今号では、外国人労働者の受入れ
問題について特集している。ものづくり産業の

部門、シート部門、
本社部門からなって
いる。懸架ばねの他、
自動車用シートなど
自動車の乗り心地を
決定づけるばね、ク
ッションなど重要な
部品を製造している。
製造工程を見学する
と、自働化された工
程の中で、様々なば
ねが加熱され、プレ
スなどによる成形工
程、焼入れ･焼き戻し
の熱処理後、セッチング、ショットピーニング
などにより、よりばねとしての強度を確保する
過程を拝見した。耐久実験コーナーでは、色々
なばねを何十万回と、繰り返し加重を負荷する
疲労試験を見学した。自動車の快適さを陰で支
える厳しい品質へのあくなき挑戦をそこに見
た。
表紙のイラストは、懸架用の板ばねの組立工
程である。ばねづくりの工程はほとんど自働化
されているが、ここでは、前の工程から供給さ
れる、長さなどの形状の異なる板ばね単品を部
品と共に組み立てられる作業が行われている。
そこでは各ばねの中央にある孔を使用し、それ
らを束ねてボルトにて締結され、部品の装着を
終えて板ばねが完成される。装着する車の種類
や、フロント･リヤーの取り付け位置によって
も異なるが、フロントの板ばねでは3枚ばねが
多いとの事。ばねの数が一番多いもので12～
13枚くらい使う板ばねもある。少ないものだと
1枚とか2枚のものもある。1枚ものの代表がテ
ーパーリーフスプリング（TLS）で、高強度化
されているので、何枚も重ねなくても、耐久性
に富んで丈夫であるとのこと。

ニッパツでは、TPMというものづくりのサー
クルが盛んで、工場のいろいろな掲示板にTPM
のメンバーや活動内容が掲示してあり、人づく
りや働きがい、やる気を非常に大切にしている
伝統を肌で感じた。伝承塾の看板も見たが、工
場内の一室に塾があり、自分の空いた時間に、
伝承塾に行って、技術や技能を自分自身で理解
できるよう訓練を受ける体制になっている。そ
の他、安全道場、環境道場、保全道場等、様々
な技能・技術を向上するために、資格を持った
人が相互に教え合っているとのこと。世界No.1
のばね技術を維持・発展させるために、社員一
人ひとりのものづくりの技術・技能を絶えずブ
ラッシュアップする社風を背中に感じ、自然に
恵まれた横浜事業所を
後にした。（美）
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観点から、安易ななしくずし的
な受入れ拡大には断固反対の姿
勢を示している。ものづくり技術技能
を継承する人材を大切にする以外日本の将来は
ないからだ。外国人労働者を安価な労働力とし
て、日本人の身勝手で使うのでなく、一人ひと
りの人格を認めて、日本に来て心から良かった
と、お金だけでない、お互いの国の文化の交流
を大切にした付き合いが今こそ大切だ。（美）

今回は、神奈川県横浜市金沢区の八景島シー
パラダイスの手前に位置する日本発条株式会社
の本社がある、横浜事業所を訪問させていただ
いた。会社の略称はニッパツ、英語の略称はＮ
ＨＫである。
日本発条は、1939年、自動車のサスペンシ
ョン用ばねの製作から歴史が始まった。ますま
す高性能化する自動車を支える重要な部品の1
つが“ばね”である。サスペンションとは、懸
架装置のことで、主に車両において、路面の凸
凹を車体に伝えない緩衝装置としての機能と、
車輪、車軸の位置決め、車輪を路面に対して押
さえつける機能を持つことで、乗り心地や操縦
安定性などの改善を目的とする機構である。高
性能化が進む自動車では、その安全性や快適な
乗り心地、環境への配慮などにおいて、バネは
欠かすことのできない部品の1つとなっている。
その中でも特に、サスペンションとして使用さ
れる懸架バネは、日本発条社製品が世界シェア
の約25％を占めるNo.1ブランドとなっている。
横浜事業所は、本社工場を兼ねており、ばね

品質確認を交えた板ばねの作業指導

自動車総連―
日本発条株式会社横浜事業所
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I M F - J C 事務局長

團野久茂

今、日本だけでなく、世界の各国で起

きている格差の拡大、二極化はわれわれ

に何を指し示すものなのだろうか。この

現象がグローバル化と共に顕在化してき

たことからして、それはグローバル化と

深く関わった変化であり、その本質にも

う一度迫っておく必要があると考える。

１９９５年を境に戦後経済の常識の多く

が通用しなくなったと言われている。ま

た、それはその前後で世界経済を支配し

てきた法則が一変したことによるとも考

えられる。例えば９４年度に日本の物価

（ＧＤＰデフレーター）が戦後２度目のマ

イナスを記録、現在まで１２年以上にわ

たって下落を続けている。賃金が景気の

善し悪しと関係なく下落するようになっ

たのも９８年度からである。景気が回復

することと、国民の生活水準が向上する

ことが同義でなくなったことを、常識と

して受け入れなければならない時が来て

いるのだろうか。

●デフレの何が悪いのか
世界のデフレ懸念が高まっていた０２

年２月、当時の竹中経済財政担当大臣は

デフレからの脱却を最優先課題とし、小

泉政権は「改革なくして成長なし」を合

い言葉に政策遂行に当たった。しかし、

後で分かったことだが、景気は０２年１

月を谷として回復に転じていたのである。

今回の景気回復はすでに６８カ月もの長

期間に渡っている。経済財政諮問会議

（０２年１２月）は、デフレを克服できれ

ば、中期的成長率は実質１.５％程度、名

目では２.５％程度あるいはそれ以上と予

想した。しかし、結果は日本の潜在成長

率（１％台後半）を５年間にわたって上回

り、実質で平均２％台をカバー、しかも

インフレになることはなかったのである。

一方、政府の構造改革路線とは関係な

く、世界経済のグローバル化の波にのっ

た大企業・製造業は、６０年代の高度経

済成長時代の成長・収益力を取り戻し、

販売先が国内に限定される中小企業・非

製造業は、９０年代をピークに未だに長

期低迷から脱することができないのが実

相である。いささか単純であるとしても、

これが企業による収益の二極化だと認識

されるのである。

●日本国内の二極化
国内でもあらゆる層で二極化が進行し

ている。第１の二極化は先にもふれた大

企業・製造業と中小企業・非製造業であ

り、第２は資本と雇用の間で、第３は大都

市と地方の間で起きている。これらの二

極化の進行が格差を広げているのである。

各産業部門の成長率の均質性が失われ

た現在、日本全体を平均値で表す実質Ｇ

ＤＰ成長率が低いからといって、全部門

が停滞しているわけではない。一方、資
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本のリターンが上昇しているのに対し、

労働に対する報酬である雇用者所得は減

少している。従来、景気が回復すれば企

業収益は増益となり、家計の所得も増加

した。しかし、現状は実質ＧＤＰが増加

しても実質雇用者報酬は伸びていない。

雇用者が景気回復の配分をうけておらず、

これが内需低迷の要因となっている。

次の問題は地域間格差である。地域別

の生産指数上昇率をみると、その全国平

均値は９３年以降おおむね４～５％で推移

しているものの、９９年から徐々にばらつ

きが広がっている。この傾向は地域連動

性の低下を示しており、１回の景気回復

で全国の景気が満遍なく良くなるという

ことを期待できなくなったことを示して

いる。日本経済に均質性がなくなり、複

数の異なった経済圏が誕生しつつあると

の認識は、先走りすぎた考えであろうか。

●誰のための、何のための景気回復か
均質性が失われると、景気回復という

一言で日本全体を表現することは的確性

を欠くことになる。その恩恵が少数の企

業や一部の人に限定され、大多数の人た

ちの生活水準が低下するということであ

れば、また、景気が回復しても安心して

生活できないようであれば、「成長路線」

はもはや政策目標とはなり得ないことに

気づくべきではないだろうか。生活保護

世帯はここ数年来の急激な増加により、

１００万世帯を超えている。しかも、従

来は景気変動によって増減していた層が、

回復後も高止まりしている事実は、所得

階層の固定化がはじまった証左とも受け

止められる。

均質性の消滅と拡大する
格差・二極化現象


